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町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
町
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
施
策

を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
予
算
が
一
般
会
計

で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
特
定
の
事
業
を
一
般

事
業
と
切
り
離
し
、
独
立
し
た
経
理
で
行
う

特
別
会
計
。
神
河
町
の
場
合
は　

の
特
別
会

１０

計
が
あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
は
地
方
公
営
企

業
法
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
、
神
河
町
の

場
合
は
上
下
水
道
事
業
と
病
院
事
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
歳
入
の
状
況
を
見
て
み
ま
す
。

　

町
が
自
ら
徴
収
し
収
納
す
る
自
主
財
源
は
、

　

億
３
６
９
１
万
円
で
、
歳
入
全
体
の　

・

２９

３９

７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
は
対
前
年
度
比

　

％
減
の　

億
９
３
１
９
万
円
と
な
っ
て
い

０.８

２２

ま
す
。
本
年
度
か
ら
段
階
的
に
神
崎
地
区
の

地
籍
調
査
完
了
に
よ
る
課
税
に
よ
り
固
定
資

産
税
（
土
地
）
は
増
え
ま
し
た
が
、
償
却
資

産
の
う
ち
大
河
内
水
力
発
電
所
分
が
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
法
人
町
民
税
も
増

加
要
因
に
乏
し
い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
は
人

口
減
少
傾
向
に
あ
る
当
町
の
状
況
を
み
る
と

今
後
も
町
税
収
入
の
増
加
は
望
め
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
財
源
確
保
と
し
て
町
有
地
の
売
却

に
よ
る
収
入
を
１
億
３
０
４
５
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
財
源
不
足
を
賄
う
た
め
の
財
政

調
整
基
金
と
町
債
管
理
基
金
か
ら
の
繰
入
は

対
前
年
度
比　

％
増
の
４
０
０
０
万
円
と
し

５.３

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
か
ら
受
け
る
補
助
金
や
交

付
金
は
依
存
財
源
と
し
て　

・
３
％
を
占
め
、

６０

　

億
７
４
０
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

４４の
う
ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
は
特
別

枠
と
し
て
「
地
方
再
生
対
策
費
」
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
反
映
に
よ
り
対
前
年
度
比　

％
増

４.９

の　

億
６
０
０
０
万
円
を
予
定
し
、
国
や
県

２２
か
ら
の
補
助
金
や
負
担
金
は
対
前
年
度
比

　

・
２
％
減
の
８
億
７
６
６
７
万
円
、
そ
し

２４て
町
が
建
設
事
業
な
ど
に
充
て
る
た
め
の
借

入
金
で
あ
る
町
債
は
対
前
年
度
比　

・
５
％

１７

減
の
６
億
４
７
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

行
財
政
改
革
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
H　
１８

〜　

）
の
２
年
目
と
し
て
歳
出
全
般
に
わ
た

２２
り
昨
年
度
に
引
き
続
き
事
務
事
業
の
更
な
る

見
直
し
な
ど
に
よ
り
経
費
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
る

義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）

の
う
ち
、
人
件
費
は　

年
度
末
退
職
に
よ
る

１９

職
員
減
と
特
別
職
（
町
長
・
副
町
長
・
教
育

長
）
の
期
末
手
当
カ
ッ
ト
等
に
よ
り
対
前
年

度
比　

％
減
の　

億
１
０
２
８
万
円
と
な
り
、

７.７

１４

今
後
も
定
員
・
給
与
な
ど
の
適
正
化
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
扶
助
費
は
少
子
高
齢
化
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
対
前
年
度
比　

％
増
の
４

２.１

億
１
７
５
万
円
と
な
り
、
今
後
も
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
で
借
り
入
れ
た
元
金
と
利
子
を
支
払
う
公

債
費
は
、
公
債
費
縮
小
の
た
め
財
政
計
画
に

基
づ
く
繰
上
償
還
を
含
め
対
前
年
度
比　

％
０.５

減
の　

億
５
４
７
０
万
円
と
し
、
実
質
公
債

１３

費
比
率
の
改
善
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
補
助
費
等
の
う
ち　

年
度
よ
り
始
ま
る

２０
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���������������������

�

費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の
よ
う
に
必
ず

支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
（
経
常
経

費
）
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
る
か

を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
数
値
が
低
い
ほ
ど

臨
時
的
・
突
発
的
な
支
出
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
、
高
い
ほ
ど
町
の
財
政
は
余
裕
が
な

い
と
言
え
ま
す
。　

〜　

％
が
適
正
。

６５

７５

�
�
�
�
�
�
�

�

��

�
�
�
�
��
�

�
�
�

��

��

　

H　

当
初
見
込
み　
　

・
３
％

１９

２２

　

実
質
公
債
費
比
率
は
一
般
会
計
に
お
け
る

公
債
費
は
繰
上
償
還
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
企
業
会
計
・
一
部
事
務
組
合
の
公
債

費
は
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る

こ
と
と
、
分
子
に
当
た
る
「
標
準
財
政
規
模
」

の
縮
小
な
ど
の
要
因
に
よ
り　

・
０
％
と
な

２３

り
昨
年
度
当
初
と
比
べ　

％
上
昇
し
て
お
り
、

０.７

こ
の
２
〜
３
年
間
は
同
水
準
で
推
移
す
る
も

の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

町
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準
的
な
一
般

財
源
の
こ
と
を
「
標
準
財
政
規
模
」
と
い
い
、

こ
れ
に
対
す
る
公
債
費
（
普
通
会
計
債
、
病

院
・
上
下
水
道
の
企
業
債
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
事
務
組
合
債
の
神
河
町
負
担

分
）
の
割
合
を
『
実
質
公
債
費
比
率
』
と
い

い
ま
す
。
現
在
借
り
て
い
る
借
金
が
妥
当
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
数
値
で
、　

％
を
超
え

１８

る
と
町
債
の
発
行
が
協
議
制
か
ら
国
・
県
の

許
可
制
と
な
り
、　

％
に
な
る
と
町
債
の
発

２５

行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
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性　質　別目　的　別

１０６,２６０人 件 費　 ７,１８８議 会 費

  ７５,９０５物 件 費  ６５,６３１総 務 費

　　１２８維持補修費  ７１,６６２民 生 費

  ３０,２７１扶 助 費１２０,０４５衛 生 費

１４４,６４４補助費等 ７７,３８０農林水産業費

１０２,０７２公 債 費 １０,８３２商 工 費

　 ４,００３積 立 金  ２４,３９１土 木 費

　　１８８投資・出資・貸付金  １６,４９６消 防 費

  ２２,５９５繰 出 金  ６２,３１９教 育 費

 ７１,９５１投資的経費１０２,０７３公 債 費

　　３７７予 備 費　　３７７そ の 他

５５８,３９４計５５８,３９４計

伸び率予　算　額
０.４％　　 ４,９７９万円介護療育支援事業
１２.２％１２億３,６２１万円国民健康保険事業

△ ９０.３％  １億３,９７８万円老 人 保 健 事 業
皆増  １億５,５１９万円後期高齢者医療事業
６.７％  ９億８,６１９万円介 護 保 険 事 業
３.６％１２億７,１０９万円土 地 開 発 事 業

△ ７.４％　　 ９,２０５万円老人訪問看護事業
０.０％　　　  ６２９万円産業廃棄物処理事業
１１.４％　　 １,１２５万円寺前地区振興基金
１８７６.１％ １億   ６４７万円長谷地区振興基金

伸び率予　算　額
２.１％  ３億６,９６０万円水 道 事 業

△  １.５％  ６億６,０７４万円下 水 道 事 業

０.６％３４億３,７９８万円公立神崎総合病院事業

７.３％  ２億３,０８２万円神崎介護老人保健施設事業

△  ６.０％  １億２,９９９万円神崎休日夜間診療所事業

� � � �

� � � �

伸び率予　算　額
△  ６.８％７４億１,１００万円� � � �

伸び率予　算　額
△  ７.６％１６２億９,４４４万円� � �

��������	
�����������������
（△は、マイナス）

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
係
る
給
付
費

負
担
金
に
つ
い
て
は
１
億
１
１
２
２
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
補
助
費
全
体
で
は
中
播
衛

生
・
中
播
北
部
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
事

務
組
合
負
担
金
の
増
な
ど
も
含
め
対
前
年
度

比　

％
増
の　

億
１
９
７
１
万
円
と
な
り
ま

２.７

１９

し
た
。
投
資
的
な
建
設
事
業
は
、
新
町
建
設

計
画
に
沿
い
合
併
特
例
債
事
業
を
中
心
に
年

次
的
計
画
に
よ
り
対
前
年
度
比　

・
２
％
減

３２

の
９
億
５
４
９
４
万
円
と
な
り
、
来
年
度
以

降
も
円
滑
に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

は「
神
河
町
下
水
道
事
業
経
営
健
全
化
計
画
」

に
基
づ
き
、　

年
度
か
ら
の
下
水
道
料
金
改

２０

定
に
よ
る
収
入
増
加
に
よ
り
対
前
年
度
対
比

　

％
減
の
５
億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

２.７た
。

　

な
お
、
各
会
計
別
の
予
算
額
に
つ
い
て
は

上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�

�

��

�
�
�
�
��
�
�

�
�
�

��

��

　

H　

当
初
見
込
み　
　
　

・
６
％

１９

９８

　

経
常
収
支
比
率
は　

年
度
末
退
職
に
よ
る

１９

職
員
減
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の
減
少
と
繰
上

償
還
の
実
施
に
よ
る
公
債
費
の
減
少
な
ど
に

よ
り　

・
５
％
と
な
り
昨
年
度
当
初
と
比
べ

９４

　

％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

４.１�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ
う
に
毎
年

決
ま
っ
て
収
入
で
き
る
お
金
の
う
ち
、
人
件

※企業会計の予算額は３条支出予算額

�

�
�
�
�
�
�
�

（用語の説明はＰ７に掲載しています。）
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○
歳
入
…
一
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
の
こ
と

○
町
税
…
み
な
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金

○
地
方
譲
与
税
、
交
付
金
…
国
、
県
が
徴
収

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
か
ら
人
口
割
合

な
ど
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

○
地
方
交
付
税
…
国
税
の
う
ち
所
得
税
、
酒

税
、
消
費
税
及
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割

合
の
額
で
、
各
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
規
模
や
財
政
需
要

の
状
況
に
応
じ
て
国
よ
り
交
付
さ
れ
る

お
金

○
分
担
金
及
び
負
担
金
…
特
定
の
目
的
・
事

業
の
た
め
に
受
益
者
が
負
担
す
る
お
金

○
使
用
料
及
び
手
数
料
…
み
な
さ
ん
が
町
の

施
設
を
使
用
し
た
り
、
証
明
書
の
交
付

な
ど
で
支
払
わ
れ
る
お
金

○
国
庫
支
出
金
…
特
定
の
目
的
・
事
業
の
た

め
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

○
県
支
出
金
…
特
定
の
目
的
・
事
業
の
た
め

に
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

○
財
産
収
入 

…
町
の
持
つ
財
産
を
運
用
し

た
り
、
売
っ
た
り
し
て
生
じ
る
お
金

○
寄
附
金
…
一
般
的
な
寄
附
行
為
に
よ
る
収

入

○
繰
入
金
…
特
別
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や

各
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
収
入

す
る
お
金

○
繰
越
金
…
前
年
度
の
決
算
に
お
い
て
生
じ

た
剰
余
金

○
諸
収
入
…
上
記
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な

い
、
そ
の
他
の
収
入

○
町　

債
…
町
の
借
金
の
こ
と
。
大
き
な
事

業
を
行
う
た
め
に
、
国
・
県
や
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金

 

 

�
�
�
�
�
�
�

○
議
会
費
…
議
会
の
運
営
に
使
う
お
金

○
総
務
費
…
主
に
内
部
管
理
、
税
務
・
戸
籍
・

選
挙
・
企
画
的
事
業
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
管

理
運
営
な
ど
に
使
う
お
金

○
民
生
費
…
児
童
・
老
人
・
障
害
者
・
医

療
・
年
金
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の
福

祉
に
使
う
お
金

○
衛
生
費
…
健
康
づ
く
り
対
策
事
業
、
病

院
・
水
道
・
下
水
道
会
計
へ
の
補
助
、

ご
み
・
し
尿
処
理
対
策
な
ど
に
使
う
お

金

○
農
林
水
産
業
費
…
農
業
・
林
業
の
振
興
、

土
地
改
良
、
地
籍
調
査
な
ど
に
使
う
お

金

○
商
工
費
…
商
工
・
観
光
業
の
振
興
に
使
う

お
金

○
土
木
費
…
道
路
の
新
設
改
良
や
維
持
補
修
、

河
川
の
改
修
、
町
営
住
宅
の
維
持
管
理

な
ど
に
使
う
お
金

○
消
防
費
…
み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
消

防
・
防
災
活
動
な
ど
に
使
う
お
金

○
教
育
費
…
学
校
教
育
（
小
・
中
・
幼
）、

公
民
館
事
業
、
社
会
教
育
・
体
育
事
業
、

学
校
給
食
な
ど
に
使
う
お
金

○
公
債
費
…
町
の
借
金
を
返
済
す
る
の
に
使

う
お
金

○
諸
支
出
金
…
上
記
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ

な
い
、
そ
の
他
の
支
出

○
予
備
費
…
予
算
外
の
支
払
い
に
充
て
る
お

金

�
�
�
�
�
�
�

○
歳
出
…
一
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
の
こ
と

○
人
件
費
…
議
員
・
各
種
委
員
・
特
別
職
の

報
酬
や
一
般
職
員
の
給
料
や
共
済
費
な

ど
と
し
て
支
払
う
お
金

○
物
件
費
…
行
政
に
係
る
一
般
的
事
務
処
理

や
管
理
運
営
な
ど
に
使
う
お
金
（
臨
時

職
員
の
賃
金
、
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、

修
繕
料
、
委
託
料
、
使
用
料
、
備
品
購

入
費
な
ど
）

○
維
持
補
修
費
…
道
路
や
学
校
の
ほ
か
町
の

施
設
を
保
全
し
維
持
す
る
た
め
の
補
修

費
と
し
て
支
払
う
お
金

○
扶
助
費
…
児
童
や
老
人
・
障
害
の
あ
る
人

な
ど
へ
の
援
助
費
等
の
福
祉
の
た
め
に

使
う
お
金

○
補
助
費
等 

…
各
種
団
体
や
広
域
事
務
組

合
・
企
業
会
計
へ
の
補
助
金
や
交
付
金
、

保
険
料
、
会
費
や
謝
礼
な
ど
と
し
て
支

払
う
お
金

○
公
債
費
…
町
の
借
金
の
返
済
の
た
め
の
お

金

○
投
資
及
び
出
資
金
貸
付
金
…
財
団
法
人
設

立
な
ど
へ
の
出
資
や
貸
付
に
使
う
お
金

○
積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た

め
、
ま
た
財
源
の
余
裕
が
あ
る
場
合
に

特
定
の
目
的
の
た
め
基
金
に
積
み
立
て

る
お
金

○
繰
出
金
…
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会

計
を
運
営
す
る
た
め
に
繰
り
出
し
す
る

お
金

○
投
資
的
経
費
…
道
路
や
学
校
な
ど
の
建
設

事
業
や
災
害
の
復
旧
な
ど
に
使
う
お
金
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子
育
て
等
に
障
害
と
な
っ
て
い
る
経
済
的

支
援
、
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
等
子
育

て
の 
す
ば
ら
し
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
施
策

を
展
開
し
ま
す
。

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら
・
に
こ

に
こ
事
業 

１
１
１
６
万
円

 
・
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
支
援
金

支
給
事
業

 

３
８
０
万
円 

・
保
育
所
運
営
事
業

 

９
５
９
２
万
円

・「
放
課
後
子
ど
も

教
室
」
事
業

 

１
５
５
万
円 

・「
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
」
事
業
の
開
始

 

９
７
９
万
円

�
�
�
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命
を
大
切
に
す
る
心
や
他
人
を
思
い
や
る

心
の
醸
成
に
力
点
を
置
き
、「
生
き
る
力
」
を

育
み
ま
す
。

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

業 

８
３
５
万
円

・
環
境
体
験
推
進
事
業 

６
９
万
円

・
自
然
学
校
推
進
事
業 

３
５
６
万
円

・
小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
等
国
際
理
解

活
動
推
進
事
業 

４
５
万
円

・
外
国
語
指
導
助
手
活
用
事
業

 

１
０
３
６
万
円

・
小
中
学
校
、
幼
稚
園
管
理
事
業

 

２
億
７
０
６
２
万
円

・
学
校
給
食
事
業 

１
億
６
４
２
１
万
円

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
山
村

留
学
事
業 

４
０
２
０
万
円
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各
世
代
の
人
々
の
交
流
活
動
の
場
で
あ
る

地
域
サ
ロ
ン
事
業
を
支
援
し
ま
す
。
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高
齢
者
・
障
害
者
の
社
会
参
加
と
仲
間
づ

く
り
を
促
進
し
、
生
き
が
い
の
充
実
と
健
康

の
増 
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
移
動
手
段
に

は
昨
年
度
か
ら
供
用
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
要
介
護

者
な
ど
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

内
容
を
よ
り 
充
実
さ
せ
、
効
果
的
・
効
率
的

に
支
援
を
し
ま
す
。

・
老
人
福
祉
関
係
事
業 

２
５
３
４
万
円

 　

介
護
予
防
、
家
族
介
護
支
援
、
要
援
護
者
等

　

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
他

・
障
害
者
福
祉
関
係
事
業

 

１
億
３
３
４
０
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
各
種
給
付
、
地
域

生
活
支
援
事
業
他

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

 

１
５
２
７
万
円
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地
域
医
療
の
中
核
で
あ
り
、
町
民
に
安
心

感
を
も
た
ら
し
て
い
る
公
立
神
崎
総
合
病
院

の
公
的
病
院
の
使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、

各
保
健
施
設
の
連
携
に
よ
り
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
支
庁
舎
周
辺
を
保
健
福
祉
重
点
地
区

と
し
て 
「
か
み
か
わ
健
康
福
祉
の
郷
」
構
想

の
実
現
を
進
め
ま
す
。

・
医
療
助
成
事
業 

１
億
７
３
４
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

 

１
億
６
８
４
８
万
円

・
健
康
づ
く
り
対
策　

事
業

 

４
１
１
４
万
円

 

各
種
予
防
接
種
、
健
康
教
育
・
相
談
、
各
種
健

康
診
査

・
母
子
衛
生
事
業

（
妊
婦
・
乳
幼
児

健
診
、
母
子
保
健

教
室
・
相
談
）

 

４
５
４
万
円
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自
然
の
猛
威
を
絶
え
ず
意
識
し
な
が
ら
非

常
事
態
に
備
え
、
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

ま
た 
消
防
団
を
中
心
と
し
、
自
主
防
災
組
織

の
協
力
に
よ
る
防
火
防
災
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

・
姫
路
市
消
防
局
消
防
事
務
委
託
料

 

１
億
４
４
５
３
万
円

・
消
防
団
活
動
事
業

 

１
４
８
８
万
円

・
消
防
団
装
備
備
品

整
備
事
業

 

６
５
万
円

・
ふ
る
さ
と
消
防
団

活
性
化
事
業

 

１
０
０
万
円
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若
者
等
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
優
良

宅
地
の
分
譲
を
進
め
ま
す
。

・
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
（
貝
野
）

　
　
　
　
　

第
２
期
分
８
区
画
の
早
期
完
売

・
多
自
然
居
住
推
進
事
業

　

セ
ル
フ
ビ
ル
ド
村
（
大
川
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
画
の
販
売
促
進

２０

 　

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
は
、
全
町

域

で
計
画
的
に
順
次
実
施
し
ま
す
。

・
道
路
維
持
新
設
改
良
事
業
（
維
持
補
修
・

新
設
改
良
２
） 

１
億
３
１
２
６
万
円

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

 

３
３
９
万
円

・
上
水
道
施
設
整
備

　

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策（
上
小
田
）

 

２
５
０
０
万
円

・
地
籍
調
査
（
寺
前
・
鍛
治
・
大
河
・
大

畑
：
山
林
） 

５
６
０
０
万
円

��������	
�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



平成２０年５月１日 �

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
経
費

 

５
２
５
１
万
円

・
消
防
施
設
整
備
事
業
（
消
火
栓
新
設
他
） 

 

４
４
６
万
円

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
管
理
運

営
事
業

 

６
５
９
８
万
円

・
旧
大
河
内
エ
リ
ア

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事

業
３
億
６
１
１
３
万
円

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

 　

中
央
公
民
館
と
神
崎
公
民
館
を
生
涯
学
習

の
拠
点
と
し
て
多
様
な
芸
術
文
化
に
ふ
れ
る

機
会 
を
提
供
し
、
生
涯
教
育
・
学
習
の
推
進

と
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

・
公
民
館
教
室
（
陶
芸
、
英
会
話
、
洋
菓
子
、

絵
画
他
）
と
高
齢
者
大
学 

２
５
４
万
円

・
公
演
事
業 

１
５
２
万
円

・
文
化
祭
、
美
術
展
事
業 

１
１
４
万
円

 
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	
�

 

福
本
遺
跡
の
遺
物

整
理
の
継
続
と
寺

社
悉
皆
調
査
完
了

に
伴
う
冊
子
を
作

成
し
ま
す
。

・
文
化
財
保
存
事
業

（
福
本
遺
跡
保

存
含
む
）

 

１
８
９
万
円

・
寺
社
建
造
物
悉
皆
調
査
事
業

 

２
１
６
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

 　

ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
を
め
ざ
し
た
取
り
組

み
と
し
て
、
町
民
参
加
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ

チ 
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
設
定
し
、
事
業
展
開

し
ま
す
。

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど 

１
５
６
万
円

 
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

 　

神
河
町
の
豊
か
な
自
然
を
い
つ
ま
で
も
良

好
に
保
全
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
森
林
の
も
つ
環
境
保
全
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

・
農
地
・
水
・
農
村
環

境
保
全
向
上
推
進
事

業

 

６
９
８
万
円

・
県
民
緑
税
活
用
事
業

（
緊
急
防
災
林
整
備

他
）

 

１
億
４
０
３
万
円

・
環
境
対
策
育
林
事
業

 

２
２
９
３
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

 　

ゴ
ミ
の
適
正
処
理
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
廃
油
を

活
用 
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

・
中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
負
担
金

 

３
億
７
６
６
７
万
円

・
廃
棄
物
減
量
化
普
及
啓
発
事
業
（
不
法
投

棄
防
止
対
策
） 

１
８
９
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

 　

米
政
策
改
革
推
進
対
策
を
踏
ま
え
、
需
給

に
応
じ
た
米
作
り
、
品
質
の
高
い
麦
・
大
豆

等
の 
生
産
を
支
援
し
ま
す
。
林
業
に
つ
い
て

は
森
林
の
整
備
を
積
極
的
に
展
開
し
、
良
質

材
の
育 
成
と
森
林
の
持
つ
機
能
ア
ッ
プ
、
国

土
保
全
に
努
め
ま
す
。

・
農
業
振
興
関
係 

２
６
５
１
万
円

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
有
害
鳥
獣
対
策
、

集
落
営
農
支
援
他

・
土
地
改
良
補
助
事
業
（
農
道
舗
装
・
水
路
）

 

３
０
０
万
円

・
林
業
振
興
関
係 

７
０
８
９
万
円

　

林
道
整
備
（
広
域
基
幹
林
道
・
民
有
林
林
道
）、

林
業
組
織
育
成
事
業
他

・
水
産
業
振
興
関
係
（
漁
業
組
合
支
援
）

 

５
５
０
万
円

・
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

 　

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
大
河
内
地

区
、
農
道
６
・
水
路

２
・
ゲ
ー
ト
２
・
防

火
水
槽
２
・
野
生
動

物
防
護
柵
３
６
０
０

m
） 

 

９
３
９
４
万
円

・
山
村
振
興
関
係　

乾

燥
調
整
貯
蔵
施
設
整

備
補
助
（
山
田
）

 

５
２
０
０
万
円

・
農
業
施
設
管
理
事
業

　

神
崎
フ
ー
ド
施
設
改
善 

 

１
１
７
０
万
円

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	
�

 　

国
道
、
Ｊ
Ｒ
播
但
線
を
生
か
し
た
施
策
の

展
開
に
よ
り
商
店
街
の
立
直
し
が
急
務
で
す
。

ま
ず
Ｊ
Ｒ
寺
前
駅
一
帯
を
商
業
・
観
光
の
拠

点
と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
促
進
を 
図
る
た
め
積
極
的
に
企
業
誘
致
を

進
め
ま
す
。

・
商
業
振
興
関
係
（
商
工
会
支
援
）

 

２
０
６
０
万
円

・
商
工
会
館
改
修
補
助
金 

２
１
０
万
円

 
・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
等
整
備
） 

８
３
６
８
万
円

  
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

 　

町
内
の
観
光
施
設
、
多
数
の
観
光
資
源
を

活
用
し
た
観
光
産
業

を
積
極
的
に
展
開
し
、

交
流 
人
口
を
増
や
し
、

地
域
に
活
力
と
刺
激

を
与
え
様
々
な
経
済

活
動
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

・
観
光
振
興
関
係 

 

９
２
６
万
円

　

観
光
P
R
・
パ
ン

���������������
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フ
作
成
・
観
光
協
会
支
援
・
観
光
シ
ー
ズ

ン
の
バ
ス
増
便
他

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
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特
色
あ
る
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ

る
地
域
内
外
の
交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
（
夏
ま
つ
り
）

 

３
０
０
万
円

・
国
際
交
流
事
業
（
日
韓
青
少
年
交
流
）

 

１
４
２
万
円

 
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

 　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
で
き
る
情
報
提
供
や
、
職
場
・
地
域
・

学 
校
で
の
人
権
教
育
と
そ
の
啓
発
を
今
後
も

行
い
ま
す
。
毎
月　

日
を
「
人
権
を
確
か
め

１１

る
日
」 
と
し
て
啓
発
し
、
人
権
意
識
の
高
揚

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
人
権
文
化
創
造
活
動
支
援
事
業

 

２
０
２
万
円

・
人
権
啓
発
事
業 

２
７
１
万
円

�
�
�
�
�
�
�
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地
域
を
形
成
す
る
個
人
・
団
体
が
対
等
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
、
役
割
を
分
担

し
な 
が
ら
地
域
社
会
の
様
々
な
活
動
に
協
働

参
画
す
る
の
た
め
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

・
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
地
域
づ
く
り
活
動
支

援
事
業 

２
１
０
万
円

 
�
�
�
��

�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

長
期
総
合
計
画
を
基
本
と
し
た
事
業
実
施
、

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
再
点
検
、

 
そ
し
て
そ
れ
ら
の
公
表
に
よ
る
財
政
の
透
明

性
と
行
財
政
改
革
の
確
実
な
実
行
と
の
連
動

に 
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
構
造
を
目

指
し
早
期
健
全
化
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

・
行
政
評
価
事
業 

４
１
万
円

・
H　

.
４
.
１
か
ら
の
寺
前
保
育
所
の
民

２０
間
委
託
実
施

 
・
下
水
道
事
業
会
計
の
経
営
健
全
化
：
下
水

道
料
金
の
改
正

 
・
一
般
会
計
の
銀
行
等
資
金
の
繰
上
償
還
の

実
施

・
企
業
会
計
（
病
院
・
水
道
・
下
水
道
）
の

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
実
施

 
・
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
善
方
策
の
検
討
、

実
施

・
入
札
制
度
改
革
の
取
り
組
み

・
町
財
政
情
報
公
開
の
工
夫

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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○
住
宅
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
（
平
成　

年
２０

度
よ
り
一
般
会
計
に
編
入
）

　

住
宅
新
築
及
び
改
修
資
金
の
元
利
回
収
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
療
育
支
援
事
業
特
別
会
計

　

平
成　

年
4
月
に
神
崎
郡
（
現
在
は
姫
路
市
香

12

寺
町
・
神
河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
）
で
共
同

設
置
し
た
「
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ん
ざ
き
」

の
管
理
運
営
、
そ
し
て
各
町
の
機
能
回
復
訓
練

事
業
、
各
種
の
介
護
支
援
事
業
と
障
害
を
持
つ

子
ど
も
の
療
育
（
リ
ハ
ビ
リ
･
保
育
）
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

　

老
人
保
健
（
老
人
医
療
）
の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
移
行

し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

　

平
成　

年
4
月
1
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
事

２０

業
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
県
下　

市
４１

町
で
構
成
す
る
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
実
施
主
体
と
な
り
実
施
す
る
も
の
で
、

町
は
住
民
申
請
等
の
窓
口
事
務
や
保
険
料
の
徴

収
事
務
を
行
い
ま
す
。
こ
の
会
計
は
法
律
に
基

づ
き
設
置
す
る
も
の
で
保
険
料
を
徴
収
し
、
広

域
連
合
へ
納
付
す
る
こ
と
を
主
と
し
た
会
計
で

す
。 

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

介
護
保
険
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

○
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計

　

企
業
団
地
及
び
住
宅
用
地
の
造
成
、
分
譲
販
売

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
老
人
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　

神
崎
郡
、
朝
来
市
生
野
町
及
び
姫
路
市
香
寺
町

の
区
域
を
事
業
対
象
地
域
と
し
て
看
護
・
リ
ハ

ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
と
も
に
医
療
保
険
事

業
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
、
訪
問
看
護
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
特
別
会
計

　

神
河
町
鍛
治
字
ニ
ガ
竹
の
建
設
残
土
砂
等
処
分

地
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

○
寺
前
地
区
振
興
基
金
特
別
会
計

　

寺
前
地
区
振
興
の
た
め
の
基
金
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
長
谷
地
区
振
興
基
金
特
別
会
計

　

長
谷
地
区
振
興
の
た
め
の
基
金
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

�
�
�
� 

○
水
道
事
業
会
計

　

上
水
道
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
合
併
処
理
浄
化
槽
を
除
く
）

○
公
立
神
崎
総
合
病
院
事
業
会
計

　

公
立
神
崎
総
合
病
院
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
神
崎
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

　

神
崎
介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

○
神
崎
休
日
夜
間
診
療
所
事
業
会
計

　

姫
路
か
ら
但
馬
間
で
の
唯
一
の
公
立
病
院
と
し

て
、
休
日
夜
間
の
救
急
医
療
業
務
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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所　有　地

地籍調査前の登記面積 100�

所　有　地

地籍調査後の登記面積 120�� � � �

平成 20年度～地籍調査後地籍調査前
120�120�100�登記面積
����100�100�課税面積

���������登記面積＞課税面積登記面積＝課税面積対　　比
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所　有　地

地籍調査前の登記面積 100�

所　有　地

地籍調査後の登記面積 80�� � � �

平成 20年度～地籍調査後地籍調査前
80����100�登記面積
������100�課税面積

���������登記面積＝課税面積登記面積＝課税面積対　　比
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　平成２０年４月１日より７５歳以上の方が全員加入する「後期高齢者医療制度」が始まりました。
　これまでは７５歳（一定の障害のある方は６５歳）以上の方は国保や社保などの医療保険制度に加入しな
がら老人保健制度で医療を受けていましたが、平成２０年度からは新たに、独立した医療保険制度の「後
期高齢者医療制度」で医療を受けることになりました。

���������	
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　後期高齢者医療制度の開始に伴い、国民健康保険加入者の保険税の算定方法が２０年度より変わりました。
　これまで国民健康保険税は医療分と介護分（４０歳から６４歳の方）とを併せた保険税となっていました
が、２０年度より新たに「後期高齢者支援金」を併せた保険税となります。 

��������	
�����������������	
�

　平成２０年度より下記に該当する年金受給者については原則として、年金より天引き（特別徴収）とい
う納付方法に変わります。
��������	
��（下記の全ての条件を満たす方）
　◎　年金給付額が年額１８万円以上ある方
　◎　国民健康保険の加入者の世帯主と加入者がすべて６５歳以上７５歳未満である方
　◎　介護保険料の特別徴収対象者
　◎　介護保険料と国民健康保険税を合算した額が、年金給付額の２分の１以下の方
��������

　　納期は年６回（年金の支払月）となりますが、本年度に限り９月までは普通徴収により、１０月からは
年金支給月に年金より天引き（特別徴収）となります。

��������	
����������������

　後期高齢者医療制度の創設に伴って、７５歳以上の方の保険制度の移行により、国民健康保険税が急激に
増加することが想定される以下の場合は、５年間、保険税について配慮がされます。
��������	
������

　　保険税の軽減を受けている世帯について、国保から後期高齢者医療制度への移行者が生じた場合、国
保加入者が減少しても５年間従前と同様の軽減措置を受けることができます。
��������	
����

　　国保から後期高齢者医療制度への移行者が生じたことにより、単身世帯となる国保世帯について５年
間、賦課される平等割分の保険税が軽減されます。
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「
住
民
基
本
台
帳
法
」「
戸
籍
法
」
が
改
正
さ
れ
ま

す
。

●
住
民
票
関
係
〔
世
帯
全
部
・
世
帯
一
部
・
記
載
事

　
　
　
　
　
　
　

項
証
明
等
〕

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
以
外
の
方
が
請
求
す
る
場

合
は
、
原
則
と
し
て
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
戸
籍
関
係
〔
全
部
事
項
証
明
（
謄
本
）、
一
部
事

　
　
　
　
　
　

項
証
明
（
抄
本
）
附
票
等
〕

　

本
人
、
配
偶
者
、
直
系
尊
属
（
父
、
母
、
祖
父
、

祖
母
等
）、
直
系
卑
属
（
子
、
孫
、
ひ
孫
等
）
以
外

の
方
が
請
求
す
る
場
合
は
原
則
と
し
て
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�　

５
月
１
日
（
木
）

�
��

�　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
証
明
な
ど
の
交

　
　
　
　

付
請
求
、
住
所
変
更
、
戸
籍
の
届
出
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

運
転
免
許
証
や
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真
つ
き
の
身
分
証
明
書
ま
た

は
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証

書
な
ど
の
提
示

問
い
合
わ
せ

　

役
場　

住
民
生
活
課　

�　
―

０
９
６
２　

３４

　

平
成　

年
度
タ
ク
シ
ー
運
賃
補
助
事
業
に
つ
い
て

２０

は
、
平
成　

年
度
と
同
じ
内
容
で
次
の
と
お
り
実
施

１９

し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
健
康
福
祉
課
（
神
崎
支
庁
舎
・
大

河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
箇
所
）
で
申
請
受
付

し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

①
重
度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２

級
・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
方
）

　

②
介
護
保
険
要
介
護
３
〜
５
の
方

�
�
�
�
�

　

乗
車
運
賃
の
半
額
を
補
助
し
ま
す
。

�
�
�
�

　

�
�
�
�
�
�
�
�
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町
内
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

　

町
と
契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社
で
利
用
で
き

ま
す
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
の
利
用
券
は
4
月
1
日
か
ら
使
え
ま

１９

せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
心
身
障
害
者
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
と
印
鑑

�
介
護
保
険
要
介
護
３
〜
５
の
方
は
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
と
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
（
神
崎
支
庁
舎
）

　
　

�　
―

２
４
２
１　

◯ヶ
 
　
―

４
１
６
５

３２

９９

　
　

◯有
 

５
―

６
５
４
３

　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

�
・
◯ヶ
 
　
―

０
９
８
０　

◯有
 

５
―

２
８
８
１　

３４

� � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
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�

�
�
�

　

姫
路
社
会
保
険
事
務
所
が
、
左
記
の
日
時
・
場
所
に
お
い
て
、
ね
ん
き

ん
特
別
便
等
に
関
す
る
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
よ
り
予
約
制
に
て
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

２０

希
望
者
は
事
前
に
予
約
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日　
　

時　

５
月　

日
（
木
）　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１５

１０

場　
　

所　

福
崎
町
役
場

申
し
込
み　

福
崎
町
役
場
年
金
係　

�　
―

０
５
６
５

２２

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
　
　
　

�
年
金
手
帳
・
年
金
証
書

　
　
　
　

�
印
鑑

　
　
　
　

�
ね
ん
き
ん
特
別
便
等
の
書
類
一
式

※
ご
本
人
に
代
わ
り
、
ご
家
族
の
方
が
お
越
し
に
な
る
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
の
委
任
状
と
委
任
さ
れ
た
方
の
身
分
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、「
人
の
命
と
尊
厳
を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

世
界
各
国
の
赤
十
字
社
と
と
も
に
、
医
療
救
護
要
員
の
派
遣
な
ど
、
紛
争

や
災
害
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
救
い
の
手
を
差
し
の
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
で
も
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
る
被
害
者
の
救
援
活
動
や

物
資
の
配
付
、
医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
財
源
は
、
赤
十
字
の
理
念
に
賛
同
し
て
加
入
し
て
い

た
だ
い
た
「
社
員
（
会
員
）」
が
出
し
た
お
金
「
社
資
」
や
、
広
く
住
民

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
寄
付
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
員
は
、
個
人
・
法
人
ど
な
た
で
も
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

赤
十
字
活
動
の
支
援
の
た
め
に
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
是
非
ご
加
入

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部　

振
興
課

　
　
　
　
　
　

�
（
０
７
８
）
２
４
１
―

８
９
２
１

　
　
　
　
　
　

�
（
０
７
８
）
２
４
１
―

６
９
９
０

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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配　　属　　先氏　　　名
住民生活課主事木下　 裕哉
健康福祉課主事西村　 千春
地籍課技術員武田　 享光

異　　動　　前異　　動　　後氏　　　名
公立神崎総合病院課長補佐公立神崎総合病院副課長藤原　 秀明
健康福祉課課長補佐住民生活課課長補佐田中　 晋平
住民生活課課長補佐健康福祉課課長補佐山田　 雅宏
地域振興課課長補佐情報センター課長補佐中島　 康之
教育課課長補佐住民生活課課長補佐児島　 浩一
地域振興課課長補佐教育課課長補佐日和　 哲朗
情報センター課長補佐地域振興課課長補佐多田　　 守
教育課係長住民生活課係長藤原　 美樹
地域振興課係長住民生活課係長平岡　 民雄
地域振興課係長情報センター係長石橋　 啓明
上下水道課係長税務課係長中島　 宏之
議会事務局係長地域振興課係長岩田　　 勲
地域局係長総務課係長山下　 圭司
地域振興課係長情報センター係長藤原　 一宏
住民生活課係長教育課係長児島　 浩司
健康福祉課主査地域振興課主査松原　 良人
税務課主査財政課主査辻井　 美和
総務課主査議会事務局主査槙　　 良裕
総務課主査上下水道課主査安田　 明彦
住民生活課主査健康福祉課主査黒田　 一史
税務課主事地域局主査松本　　 大
財政課主事総務課主査藤原　 弘子
住民生活課主事税務課主事本田　 圭司
川上幼稚園主任教諭寺前幼稚園主任教諭澤田　 道代
越知谷幼稚園主任教諭寺前幼稚園主任教諭中島　 恭子
南小田幼稚園主任教諭川上幼稚園主任教諭高橋　 郁子
寺前幼稚園教諭粟賀幼稚園教諭黒田友見子
寺前保育所保育士寺前幼稚園教諭高橋　 知里
南小田小学校用務員神崎中学校用務員高峰さつき

氏　　名職　　名
坂田　　 侃公立神崎総合病院事務長
岡部津智雄町 参 事
桐月　 利昭町 参 事
松原　　 繁町 参 事
佐谷　 邦明町 参 事
内藤　 春夫町 参 事
宮本　 政幸町 参 事
井上　 歌子学 校 用 務 員
横田多津子学 校 用 務 員
多田多津代課 長 補 佐
豊島　 睦夫課 長 補 佐
山名　 恵子主 任 保 育 士
三宅亜由美幼 稚 園 教 諭
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　夏まつりの企画・運営に、積極的に取り組んで
みようというスタッフを募集します。
　手づくりのお祭りを企画し、みんなで楽しいも
のにしたいと考えておりますので、夏まつりを盛
り上げる楽しい企画やユニークなアイデアなども
お待ちしています。
　たくさんのご応募よろしくお願いします。

応募締切　夏まつりスタッフ　５月 ２日（金）
　　　　　企画・アイデア　　５月３０日（金）
応募・問い合わせ　役場地域振興課　商工観光係
　　�３４－０９７１　�３４－０６９１
　　E-Mail　tiiki_shinko@town.kamikawa.hyogo.jp
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配　　属　　先氏　　　名
公立神崎総合病院
　　医療監兼事務長坂田　　 侃
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　４月１３日 (日 ) 町民グラウンドで、新入団員・幹部訓練を実
施しました。
　当日、新入団員４２名、幹部１４７名が早朝から出動。中播消
防署の教官１１名から、礼式・規律、器具取扱、操法訓練など
の指導を受けました。
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● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

副 分 団 長分 団 長分団名副 分 団 長分 団 長分団名
山　下　浩　正太　田　和　彦大　山足　立　哲　哉玉　田　康　之作畑新田
藤　原　一　宏藤　原　哲　也猪　篠山　本　幸　久前　田　直　哉大　畑
徳　賀　伊知郎佐　治　晋　也新　野一　宮　通　恭藤　原　寿　一越　知
岩　元　俊　憲北　川　栄　作野　村小　林　一　也長　井　秀　和岩　屋
高　内　　　敦安　達　　　光比　延堀　上　憲　生岸　田　浩　介根宇野
田　中　宏　一小　寺　俊　輔寺　前大　渡　宣　一森　　　健　一山　田
平　岡　正　人岩　田　　　勲鍛　治中　村　智　博中　野　由　樹中　村
大　中　昌　宏尾　野　守　彦上　岩宮　�　由　史大　野　尚　彦粟賀町
松　本　健次郎藤　原　哲　也高朝田長谷川　南　木松　本　豊　弘福　本
中　井　善　彦加　門　哲　哉宮　野岸　上　真　人若　松　昭　夫貝　野
立　石　晋　也�　峰　啓　三南小田成　田　弘　志坂　本　淳　哉寺　野
岸　口　知　巳谷　口　幸　弘上小田井　上　和　彦太　田　義　久柏　尾
山　田　瑞　木藤　原　　　元大　河倉　松　尚　史横　内　義　和加　納
草　壁　建　之山　名　満　男川　上中　野　克　之中　野　和　哉東柏尾
藤　原　規　幸藤　原　栄　太長　谷�　橋　吉　治中　塚　直　喜吉　冨
坂　元　滋　樹山　手　紀代志栗　渕中　島　宏　之辻　井　陽　一杉
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平成２０年５月１日 ��

地域の話題、イベントがありましたら情報センター（� 32 － 2752）
までお知らせください。

�

�

　第２５回ひょうご花と緑のコンクールで、神河町か
ら２名の方が受賞されました。表彰は以下のとおり
です。おめでとうございます。
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　平成２０年度も、ひょうご花と緑のコンクールが実
施されます。対象部門は、家庭緑化・学園緑化・職
域緑化・コミュニティ緑化で、家庭の庭、花壇やプ
ランター、窓辺の花などを撮影された写真で応募し

ていただきます。これから色とりどりの花が咲き出す好季節、ぜひ大切に育てられた花や緑の写
真を撮って応募してみませんか？募集は８月から９月末まで、詳しくは広報８月号でお知らせし
ます。　
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　花みずきの会 (代表　本田ふさゑさん　会員８名 )が、平成
２０年３月２４日に県民会館において、地域の子育て支援に貢献
されている団体として、県知事より「子育て応援元気アップ賞」
を受賞されました。
　当会は、平成１０年からおもちゃ作製ボランティアとして活動
しておられ、定期活動で製作したおもちゃを、子育て学習セン
ターや幼稚園、保育所に寄贈されています。また、子育て学習
センターで年数回「おもちゃを使った遊び」や「おもちゃ作り
の指導」を通して、子育てグループとの交流を図って頂いてい
ます。この度の受賞、大変おめでとうございます。
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
さ
れ
る
場
合
、
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま
す
と
料
金
等

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
申
請
し
て
下
さ

い
。（
申
請
書
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
あ
り
ま
す
。）
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�
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・
②
に
該
当
さ
れ
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
③
に
該
当
さ
れ
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
民
生
委
員
か
ら
状

況
確
認
を
受
け
た
上
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
減
免
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
又
大
河
内
エ
リ
ア
の
一
斉
加
入
時
に
減
免
申
請

書
を
提
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　

申
請
後
、
該
当
理
由
か
ら
外
れ
る
場
合
は
必
ず
減
免
解

除
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ

る
保
護
を
受
け
て
い
る
加

入
者

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
に

規
定
す
る
１
級
２
級
に
該

当
す
る
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
す
る
視
覚
、
聴
覚

障
害
者
に
該
当
し
、
か
つ

主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ

る
加
入
者

独
居
の
者
で　

歳
以
上
の

７０

加
入
者

加
入
負
担
金
、
基
本
料

金
の
全
額
減
免

加
入
負
担
金
、
基
本
料

金
の
半
額
減
免

加
入
負
担
金
、
基
本
料

金
の
半
額
減
免



������������ ����

　ポリエチレン業界は高騰した原油価格(石油)の長期化に伴い、現在の価格による製作が困難な状態となっ
ており、「町指定のごみ袋」の価格を１枚あたり７５銭から１円２５銭の値上げをさせていただきます。

��������	

������������

１枚当りの
値上げ幅値上げ幅旧価格新価格大きさ種類

指　

定　

袋

１円２５銭２５円３４５円３７０円大
��������	
��

��������	
��

７５銭１５円２７５円２９０円中
��������	
��

��������	
��

据置据置２１５円２１５円小
��������	
��

��������	
��

※上記価格は、小売価格です。（消費税込み）
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��������	
���ごみ燃料化施設（ＲＤＦ施設）の排ガス中のダイオキシン類等の測定
値は、下記のとおりで基準値以下でした。（環境監視委員会に報告済）

　�����
�������� 評価基準値等

測　　　定　　　値
単　　位項　　　目

H２０.１.１７測定H１９.７.１２測定

○0.150.0080.009��� �� � � � � �

○1,300＜ 1＜ 1���� � � � � � �

○230５０56���� � � � � � �

○700５.０1.4���� �� � � � � �

○0.10.000020.0006�������� �� � � � � � �

　　　　　　　　　また、騒音、振動、悪臭、周辺大気、水質の測定結果につきましても基準値以下でした。

���������	

　��������	
��は、資源ごみとして再利用できるようによく水洗いをして出してください。
　　ただし、油などの付いた汚れたものは燃えるごみとして出してください。
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大
河
内
エ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

先
が
、
４
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
変
更
前
】
本
庁
地
域
振
興
課
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□
モ
ー
タ
ー
が
う
な
る
よ
う
な
異
常
な
音
は
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

□
焦
げ
臭
い
に
お
い
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

□
モ
ー
タ
ー
が
異
常
に
熱
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

□
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
羽
根
は
動
き
ま
す

か
？

□
電
源
コ
ー
ド
に
触
れ
た
り
折
り
曲
げ
た
と
き
に
動
い
た
り

動
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
羽
根
は
異
常
音
を
出
し
な
が
ら
回
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

□
羽
根
の
回
転
が
遅
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
っ
た
と
き
は
ご
使
用
を

中
止
し
て
く
だ
さ
い
！
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長
年
使
用
し
て
い
る
扇
風
機
は
、
火
災
等
の
事
故
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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　５月２８日（水）のチャレンジデーまであと１ヵ月をきりました。今年のチャレンジデーには、全国
１０８の市町村と地域が参加し、神河町は埼玉県小鹿野町と対戦します。 
　１５分間以上の継続したスポーツや運動をし、神河町の町旗を小鹿野町本庁舎のメインポールに１週
間掲揚しましょう！ 
（両町の『住民の参加率（％）』を競い合い、勝った町の町旗を敗れた町の庁舎のメインポールに１週
間掲揚するというルールによって行われます。） 
　今回は、参加登録票のお知らせです。その他、登録場所（登録センター）等については、随時チラ
シ・告知放送等でお知らせしていきます。

��������	
�� ���

������ ���������	
���

◎参加登録の場所や方法が分からない場合は、町の集計センター　� ３４－０２１２（教育課内）へお問い合
　わせください。
◎プログラム等詳細が決まり次第、チラシ、告知放送、有線等でお知らせしていきます。
※紙面の都合で、５月号の「スポーツ・ア・ラカルト」はお休みします。
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●チャレンジデー当日は、何回運動やスポーツ
をしても結構です。個人で運動をしたり、さ
まざまな団体が実施するプログラムに積極的
に参加いただき、健康づくりに取り組みま
しょう！
●参加登録は１人１回だけです。ダブルカウン
トはできません！
��������	
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●チャレンジデーに参加した人は、チャレンジ
デークイズにも挑戦してください。 
●神河町と小鹿野町の参加率（小数点第１位ま
で）を予想し、参加登録票のチャレンジデーク
イズ欄に記入し提出してください。
●正解者に小鹿野町の特産品をプレゼントしま
す！

●参加登録の場所（登録センター）や方法は次の
とおりです。 
①集落ごとに参加登録の場所（登録センター）や
登録方法が決まっています。（場所＝公民館や
隣保集会所など／方法＝登録ポスト・電話な
ど）詳しくは後日チラシでお知らせします。
②スポーツクラブ２１・体育協会などでスポーツを
した場合は、それぞれの団体（実施会場）で受
付します。  

 ③ JR 長谷駅、寺前駅、新野駅、神姫バス粟賀営
業所にも登録ポストを設置します。通勤・通学
時に参加登録をしましょう！
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指
定
・
種
別　
　
　

神
河
町
指
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
形
文
化
財　

史
跡

　

指
定
年
月
日　
　
　

昭
和　

年　

月　

日

５６

１２

１６

　

所
在
地　
　
　
　
　

神
河
町
東
柏
尾
１
８
１

　

所
有
者
（
管
理
者
）
東
柏
尾
生
産
森
林
組
合

　

高
畑
通
群
集
墳
は
桜
山
で
知
ら
れ
る
、
東
柏
尾

の
桜
華
園
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
高
畑
通
群
集
墳
一
号
墳
は
、
古
墳
時
代
後

期
に
作
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
を
持
つ
小
型
の
円
墳

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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　平成２０年度、山村留学「神河やまびこ学園」は留学生１２名（内、新入園６名、継続生６名）でスター
トしました。今年の学園生は、京都、大阪、神戸など関西圏の大都市から来た、小３（２名）、小４（１
名）、小５（４名）、小６（５名）の子どもたち。１ヵ月のうち連続２０日間をセンターで、１０日間を地域
の受入農家さん宅で生活しながら、越知谷小学校に通います。
　４月６日に行われた「入園のつどい」は、約８０名の関係者、地域の皆様にお越しいただき、厳粛な中
にもなごやかな雰囲気で行うことができました。

　昨年度は、非常に多くの皆様の支えがあり、子どもたちは神河町の心温かい土地柄、昔の良さがたくさ
ん残った越知谷の文化に充分に触れることができました。
　今年度は町内の子どもたちに、もっと来ていただける企画も考えており、地域活性化に役立つセンター
作りを、職員一同、より一層目指してまいります。引き続き、変わらぬご協力を頂きますよう、よろしく
お願いいたします。

神河やまびこ学園　�３３－００１３　http://www.town.kamikawa.hyogo.jp/yamabiko/
※インターネット上でも詳しい情報、申込書のダウンロードが可能です。
※やまびこ学園生の生活を記録したブログ「やまびこだより」も日々更新中�
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� � � �



平成２０年５月１日 ��

�
�
�
�
�

� �
その他次回の予定

実　施　日
受 付 時 間対　象　者行　事　名

と　こ　ろ
妊娠届、印鑑を
持参してくださ
い

６月５日�
５月１日（木）

１３：３０～１３：４５妊娠の届出をさ
れる方

母子健康手帳交付
（ 母 親 教 室 ） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

６月２７日�
Ｈ２０．１．２６～　　
Ｈ２０．３．２７生まれ

１３：００～１３：３０生後３・４カ月児
３ カ 月 児 健 診
（及びＢＣＧ予防接種）

＊個別に案内し
ます７月２４日�

５月２３日（金）
１３：３０～１４：００

３・４カ月児
Ｈ２０．１.２６日～
　Ｈ２０．３.２７日生まれ

も ぐ も ぐ 教 室
（離乳食教室） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

就学前のお子さ
んで、相談希望
の方はご参加く
ださい

６月６日�

大河内保健福祉センター

５月２日（金）
１３：３０～１４：３０

７カ月児・１歳児
Ｈ１９．９月生まれ
Ｈ１９．４月生まれ

す く す く 相 談
（乳幼児相談） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます７月２２日�

５月２０日（火）
１３：３０～１４：３０２歳１・２カ月児

Ｈ１８．３．４月生まれ
２ 歳 児 相 談
（むし歯予防教室） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます８月２７日�

５月２８日（水）
１３：００～１３：３０１歳６・７・８カ月児

Ｈ１８．９～１１月生まれ
１ 歳 ６ カ 月 児
健 診 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内し
ます

７月２３日�
Ｈ１７．３～５月生まれ１３：００～１３：３０３歳２・３・４カ月児３ 歳 児 健 診

＊個別に案内し
ます

６月１８日�
Ｈ１６．４～６月生まれ１３：３０～１４：００４歳児４ 歳 児 相 談

予約制です
相談希望の方は
ご連絡ください

６月１０日�
５月１３日（火）

１０：００～１２：００希望される方育 児 相 談
神崎支庁舎（神河町保健センター）

６月 ３日�
５月１３日（火）

９：００～１２：００一般住民
健 康 福 祉
な ん で も 相 談 神崎支庁舎（神河町保健センター）
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　春先のある日、３人の“先輩ママ”と、小さいお子さ
んを持つお母さん方とで、交流会を行いました。
　“先輩ママ” は、小学生のお母さん方で、今までの経
験がお役に立てばと、お忙しい中集まってくださいまし
た。
　最初は、緊張していたお母さん方も、“先輩ママ”の
優しそうな雰囲気に、日頃の悩みを本音で語り合うこと
ができました。
　その中で、偏食を心配しているお母さんには、「うちの
子も、小さい時は焼きそばが主食だったの」「今、大変
な時期やねぇ」とご自身の経験を話しながら、お母さん
の思いを受けとめておられました。
　また、入園・入学をひかえているお母さんには、「入
る前は不安だらけだったけど、いい先生や友だちとの出
会いがあって、子どもも今すごくがんばれている」など、
一つ一つていねいにお話しくださいました。
　今まで、どこにも相談することができずに悩んでおら

れたお母さんも、同じような不安を経験してきた“先輩
ママ”には、素直な気持ちで話すことができたようです。
　そしてお母さん方は、子育てに奮闘しながらも、誰か
のために行動できる“先輩ママ”に同じ女性として魅力
を感じられたようです。
　また、“先輩ママ”も子どもが小さかった時のことを思
い出し、懐かしさとともに、前に進む元気をもらったよ
うでした。
　ケアステーション
では、これからも保
護者の方々がお互い
に元気になるよう、
横のつながりととも
に、縦の交流も行っ
ていきたいと考えて
います。

そ　　の　　他と　　こ　　ろと　　　　　き対　　象　　者予防接種名

個別に案内します町内の医療機関（個別接種）
（山本医院・立岩医院）

満１歳の誕生日以降
（実施曜日・時間は、各医療
機関にご確認ください。）

Ｈ１９．５．１～
　Ｈ１９．５．３１日生まれ

����
���������

その他と　こ　ろ受付時間対　　象　　者回数予防接種名

個別に案
内します

大河内保健
福祉センター

５月 ７日（水）１３：１５～１３：４５Ｈ１９．２．１～Ｈ２０．７．３１日生まれ���

���
５月１６日（金）１３：００～１３：４５

Ｈ１９．８．１～Ｈ２０．１．３１日生まれ���

神崎支庁舎
５月２１日（水）１３：１５～１３：４５

５月３０日（金）１３：１５～１３：４５Ｈ１９．２．１～Ｈ２０．７．３１日生まれ���

先輩ママを囲んで…
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��主菜＋副菜���������	
��
　　　　　　　　　　　　　　　　（４人分）

①���は幅の広いくし型に切り、
�����はせん切りする。
②���は油抜きし、厚みを半分にし、
　さらに縦に半分に切る。
③������は、水につけてもどす。
④���を鍋に入れ、��������と
������で煮る。しばらくして、����を入れる。
⑤���を加え、さらに煮て、���を入れ、
��を流し入れ、とじる。
⑥器に盛って、��の小口切りを散らす。
　　　　　　　　　　　（男性の料理教室レシピより）
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日
本
脳
炎
は
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
蚊
な
ど
に

よ
っ
て
ブ
タ
・
牛
な
ど
に
よ
り
、
感
染
・
発
症

し
ま
す
。
日
本
で
は
、
毎
年
約　

名
程
度
の
罹

１０

患
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
年
前
に
、
国
内
に
お
い
て
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
中
学
生
に
健
康

被
害
（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
国
か
ら
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
積
極

的
に
勧
奨
を
し
な
い
よ
う
各
市
町
村
に
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
通
知
を
受
け
て
当
町
に
お

い
て
も
平
成　

年
６
月
か
ら
日
本
脳
炎
の
積
極

１７

的
な
勧
奨
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
も
国
か
ら
再
開
の
通
知
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
毎
年
５
月
頃
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し

た
４
歳
児
以
降
の
対
象
者
に
お
け
る
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
海
外
へ
転
居
さ
れ
る
予
定
が
あ
る
な

ど
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
で
、
保
護
者
が
特

に
希
望
さ
れ
る
場
合
、
所
定
の
手
続
き
を
受
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
公
費
に
よ
り
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
��

�
��

�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

　

平
成　

年
４
月
か
ら
制
度
が
か
わ
っ
て
い

２０

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
妊
婦
の
み
な
さ
ま
が
健
や

か
に
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
る
た
め
の
一
助

と
し
て
、
大
切
な
妊
婦
健
康
診
査
の
定
期
的

な
受
診
を
し
や
す
く
す
る
た
め
実
施
す
る
も

の
で
す
。

☆ 
該
当
さ
れ
る
妊
婦
の
み
な
さ
ま
に
は
既
に

郵
便
等
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。
ご

不
明
な
点
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
３
月
ま
で
）

１９

２０

�
妊
娠　

週
以
降
の
後
期
妊
婦
健
康
診
査

２２

１
回
１
５
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
助

成

　
　
　

※ 
現
行
制
度
で
受
診
券
を
交
付
し
て
い
る
、

出
産
予
定
日
が
平
成　

年
８
月　

日
ま
で

２０

３１

の
妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
あ

り
ま
す
。

※ 
転
入
等
で
助
成
の
申
請
が
ま
だ
の
方
は
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
市
町
に
よ
り
助
成
額
や
助
成
の
方
法
が
違

い
ま
す
。
妊
娠
中
転
出
さ
れ
る
場
合
、
転

出
先
の
市
町
担
当
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月
か
ら
）

２０

２０

�
妊
娠　

週
ま
で
を
２
回
、　

週
か
ら
を
５

２８

２８

回
と
し
、
上
限
３
０
０
０
円
で
計
７
回
、

総
額
２
０
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
助
成

�
�
�
�
�
�
�
�
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エネルギー １３５Kcal
たんぱく質 ７.７�　
塩　　　分 １.０�   
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神河町文化協会定期総会のオープニング
� � � � � � � � 	 
 �

琴・大正琴・三味線・尺八（予定）
�������������������

※お誘い合わせてお越しください。入場無料

��������	
������

���������	
��������

日　時　６月２８日（土）開場１３：３０　開演１４：００
ところ　中央公民館グリンデルホール
主　催　神河町・兵庫県・�三井住友海上文化財団
前売り　大人１,０００円（全席指定）
　　　　高校生以下５００円　当日券は３００円増
　　※このコンサートは三井住友海上文化財団の助成により、低料金
　　　で我が国の著名な演奏家の音楽を楽しんでいただけます。
　音楽絵巻とは、神河
町の歴史物語を、作家
中野順哉が創作講談に
し、旭堂南左衛門の講
談とコレギウム・ムジ
クム・テレマンの演奏
のチャンプルーです。

��������������

★フォトコンテスト作品展　町観光協会

��������������

★木工細工展　　　　　井上照雄氏ほか

�����（中央公民館グリンデルホール）あやめ学級・あじさい学級
内　　　　　容時　　　　間月　　　　日
高齢者大学　開講式１０：３０～１１：００

５月１５日（木）
教養講座　「２０年度の町政展望」１１：１０～１２：３０

趣味講座　：　あやめ学級　５月１５日�　１３：３０～１５：００　・　あじさい学級　５月２２日�　９：４５～１１：４５

������公民館教室）
時　　間月　　日教　室　名

１０：００～開級式５月２４日�　�
着付け教室

１０：００～　　　５月３１日�　�
１９：３０～開級式５月２０日�　�英会話教室（初級）

������公民館教室）
時　　間月　　日教　室　名

１０：００～開級式５月 ２日�　�
古文書教室

１０：００～　　　５月１６日�　�
１３：３０～開級式５月２４日�　�菊づくり教室

�������　�　（会場：神崎公民館）
演　　題時　　間月　　日

郷土の歴史
　　　「銀の馬車道」
福本歴史文化研究会
　　　宮永　肇 先生

１３：３０～１５：００
（開講式）５月１７日�

公民館教室（公民館が主催・運営する）として学習していた中央公民館の絵
画教室と陶芸教室が、新しいサークル（同好者で講師を依頼して運営する）
として自立して活動を開始します。会員を募集しています。多くの方の入会
をお待ちしています。すでにサークル活動しているサークルも紹介します。

第３土曜日（原則）１３：３０～１５：００まで
中央公民館と神崎公民館で交互に開催
講座：館外研修を含めて１０回

��������	
��

��������	
�� （パソコン・アクセサリーを除く）（受講料は無料　但し教材は各自負担）

指　導　者日　　　　　　　　時場　所教　室　名
浅田いづみ 先生１０：００～１２：００５月２４日から７月１２日までの毎週土曜日　８回中央公民館着 付 け 教 室
スーザン・ウィンタートン先生
門野智恵子 先生１９：３０～２１：３０第１・第３　火曜日（原則）中央公民館英会話（初級）

澤田　盛雄 先生１０：００～１２：００第１・第３　金曜日（原則）神崎公民館古 文 書 教 室
井上　照雄 先生１３：３０～１５：３０第４土曜日　　　　 （原則）神崎公民館菊 づ く り 教 室
坂井　清則 先生１９：３０～２１：３０１０月２２日から１２月２６日までの毎週水曜日６回神崎公民館パ ソ コ ン 教 室
�橋八千代 先生１０：００～　　　（２月に実施予定）中央公民館アクセサリー教室

��������

��������

��������	
�����

備　　考指　導　者日　　　　　　　　時場　　所新 サ ー ク ル
水彩画橋本正義先生第１・３土曜日　１３：００～中央公民館絵 画 教 室（仮称）

赤松省吾先生第１・３木曜日　１３：００～長谷支局横の陶芸棟陶 芸 教 室（仮称）

��������	
�����������

備　　考指　導　者日　　　　　　　　時場　　所サ ー ク ル
日本画中野敏江先生第３火曜日　　　１３：３０～神崎公民館楽しく絵を描く会

赤松省吾先生第１・３土曜日　１３：００～神崎公民館さ く ら 陶 芸
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選
者　

小
畑
庸
子
先
生　

�
�
�
�
�
�
�
�	
	

（
平
成　

年
２
月　

日
開
催
の
た
め
、　

年
度
の
学
年
で
す
。）

２０

１７

１９

�
�
�
�
�
�

冬
休
み
宿
題
い
っ
ぱ
い
む
ず
か
し
い
国
語
じ
て
ん
に
教
え
て
も
ら
う　
　
　
　

 

長
谷
小
三
年　

松
田　

真
奈

�
�
�
�
�

お
と
う
さ
ん
わ
た
し
が
い
き
た
い
ボ
ー
ド
に
ね

　
　

と
も
だ
ち
つ
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た 

大
山
小
一
年　

辻
井　

七
海

お
て
つ
だ
い
お
は
し
な
ら
べ
と
お
ち
ゃ
わ
ん
を

　
　

な
ら
べ
る
し
ご
と
が
ん
ば
り
ま
し
た 

長
谷
小
二
年　

前
嶋　

唯
希

せ
ん
ろ
ぞ
い
電
車
と
お
れ
ば
風
が
ふ
く
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
が
お
ど
っ
て
る　
　
　

 

粟
賀
小
五
年　

石
橋　

勇
次

�
��

�
�

た
こ
ひ
っ
か
け
木
の
ぼ
り
し
た
ら
手
を
は
な
し
お
れ
そ
う
だ
っ
た

　
　

や
っ
と
と
れ
た
よ 

大
山
小
一
年　

岡
田　

奈
瑠

カ
ル
タ
会
い
き
な
り
強
い
六
年
生
ぼ
く
の
お
は
こ
は
ぜ
っ
た
い
と
る
ぞ　
　
　

 

大
山
小
三
年　

吉
田　

征
樹

お
母
さ
ん
た
ん
生
日
が
い
や
だ
っ
て
わ
た
し
だ
っ
た
ら
う
れ
し
い
の
に
な　
　

 

大
山
小
四
年　

藤
原　

麻
椰

雪
集
め
で
か
い
か
ま
く
ら
太
陽
の
あ
つ
さ
に
負
け
ぬ
寒
い
王
様　
　
　
　
　
　

 

大
山
小
五
年　

中
島　

龍
史

仲
良
し
で
一
緒
に
遊
ん
で
す
ぐ
け
ん
か
そ
れ
が
毎
日
ぼ
く
と
弟　
　
　
　
　
　

 

大
山
小
五
年　

松
田　

涼
誠

長
雨
に
み
ん
な
の
心
く
ら
く
な
る
で
も
楽
し
そ
う
だ
ね
か
た
つ
む
り　
　
　
　

 

越
知
谷
小
六
年　

大
澤　
　

桜

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

Ｃ
Ｔ
の
検
査
の
朝
の
太
陽
が
一
直
線
に
海
渡
り
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

市
川
町　

段
床　

陽
子

�
�
�
�
�

俯
き
て
病
院
ま
で
の
一
キ
ロ
を
桜
の
立
ち
樹
の
影
を
踏
み
行
く　
　
　
　
　
　

 

神
河
町　

鉢
木　

慶
子

暮
れ
泥
む
里
の
景
色
に
鷺
一
羽
溶
け
込
む
よ
う
に
佇
み
て
お
り　
　
　
　
　
　

 

神
河
町　

澤
田　

正
美

風
に
な
っ
て
茜
空
よ
り
見
て
ご
ら
ん
や
っ
と
開
い
た
あ
な
た
の
夕
顔　
　
　
　

 

神
河
町　

藤
原　

初
音

�
��

�
�

一
枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ぎ
っ
し
り
と
日
々
の
行
事
を
書
き
込
む
師
走　
　
　
　

 

神
河
町　

本
田
ふ
さ
ゑ

七
草
を
と
る
を
忘
れ
て
昼
の
野
に
つ
み
た
り
粥
を
今
年
も
た
べ
る　
　
　
　
　

 

神
河
町　

立
岩　

福
照

山
里
に
春
確
か
な
り
丈
高
き
白
木
蓮
の
花
は
真
盛
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

神
河
町　

佐
古
き
ぬ
ゑ

清
水
湧
き
出
づ
る
わ
が
里
青
銅
の
竜
が
太
古
の
水
噴
き
上
ぐ
る　
　
　
　
　
　

 

市
川
町　

山
本　

道
子

赤
土
の
付
き
た
る
牛
蒡
を
夫
は
抜
き
根
の
先
ま
で
も
揃
え
て
あ
り
ぬ　
　
　
　

 

市
川
町　

田
結
荘
と
き
ゑ

身
は
少
し
萎
え
か
か
り
た
り
神
棚
に
手
の
届
か
ざ
る
今
日
小
豆
が
ゆ　
　
　
　

 

神
河
町　

一
宮　

生
代

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������
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�
�
�
�
�
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�

�

�
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�������
西遊記　(上 )（下） 平岩　弓枝
靖国への帰還 内田　康夫
トヨタの闇 渡邉正裕・林克明
子どもが忌避される時代 本田　和子
人生のプロジェクト 山崎　拓巳
酒林祈願 みむら　毅
灘の男 車谷　長吉
１４歳の君へ 池田　晶子
泣き虫ハァちゃん　　　　　　　　　河合　隼雄
ふゆめ　がっしょうだん　　　　　　　　　　　
　　　　　長新太：文　冨成忠夫・茂木透：写真
あかりをけして　　　　　　　　　　　　　　　
　　　アーサー・ガイサート：作　久美沙織：訳
【播磨地方文化史研究】増田重信のあしあと　　
　 増田重信（禁帯出本）

�������
昭和前期の青春（山田風太郎エッセイ集成）　　　
 山田風太郎
松風の人 津本　　陽
半落ち 横山　秀夫
研ぎ師大吉 山本　一力
八日目の蝉 角田　光代
夜を守る 石田　衣良
リセット 垣谷　美雨
ベーコン 井上　荒野
一つ覚えて三つ忘れる中高年 綾小路きみまろ
【播磨地方文化史研究】増田重信のあしあと　　　
 増田重信（禁帯出本）

��������

�����

������������

�����������

�����

�������������

������������

������

　実直な現職警察官が妻殺しで逮捕された。
彼は死を覚悟していた。全面的に容疑を認め
ているが、犯行後二日間の空白については口
を割らない「半落ち」状態。捜査官、検察官
はプロの誇りにかけて残り半分の真相を追う
が。男が命より大切に守ろうとするものとは
何なのか感涙の犯罪ミステリー。

�������
�������

　自分の故郷である姫路に生きた豪快な二人の男たちの生涯を
様々な人々の口から語らせている。男のひとりは、濱田長蔵、通
称 濱長と呼ばれた男で、塩田農家の塩を牛で運ぶ仕事から始めて、
戦後、浜田運送という百台余りのトラックを有する会社を成した。
もうひとりは濱中重太郎といって、船の錨鎖（ア ンカーチェーン）
などの部品を扱う製造会社をつくった。彼らの戦前から現在に至
るまでの生涯を語ること により、時代とともに灘という地域がど
のように変化していったのかも知ることができる。
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大河内保健福祉センター開講式８日�５グループ合同

グループ活動
１０：００～
１１：３０

センター長谷はじめましての会２２日�
きりん

大河内保健福祉センターお喋り会（子どもの健康について）２９日�

センター長谷はじめましての会２０日�
こぐま

大河内保健福祉センターお喋り会（子どもの健康について）２７日�

センター長谷はじめましての会１３日�
うさぎ

大河内保健福祉センターお喋り会（子どもの健康について）２７日�

センター長谷はじめましての会１５日�
ひよこ

大河内保健福祉センターお喋り会（子どもの健康について）２９日�

センター長谷はじめましての会１２日�えぷろんママ

センター長谷バザー委員会２８日�夕涼み委員会

各地区公民館他
  ７日�　渕・９日�　本村・
１９日�上岩・２３日�日和
　各地区お年寄りとの交流

カレンダー
作 り

自由参加活動
１０：００～１１：３０

町民体育
館

２歳児（１０：００～１０：５０）
３歳児（１１：００～１１：５０）３０日�親　子

ハッピー体操
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☆「マッチ」デビューからずーっと一筋です。
★「腰痛」１５年位、高校の時にぎっくり腰をして
から今も・・・。
☆「趣味」書道を習ったこと。
★「肩こり・腰痛」接骨院とも長～いおつきあい。
☆「観葉植物」大切に育てています（枯らしたこ
とも・・）。
★「肩こり」小学校高学年の頃から！？
☆「コンタクト歴１８年」１５歳からのおつきあい。
★「手荒れ歴」１８年。
☆「コーヒーとおやつ」
★「花粉症」“花粉症って何？”という頃からで
２０年以上のつきあいです。
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　ねんねグループ　　１０：００～１０：５５
　あんよグループ　　１１：０５～１２：００
持ち物：体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭きタ
　　　　オル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はきらきら館（�３２－２４１０）まで連絡してください。

遊戯ホール

開講式・
ともだちいっぱい８日

合　同木　

曜　

日

親子
ふれあい教室
１０：００～
　１１：３０

（金）人形劇を見よう１６日

みんなで遊ぼう２２日２歳児

みんなで遊ぼう２９日３歳児

遊戯ホールこれから一緒に遊
ぼうよ１３日合　同火　

曜　

日

にんじん
クラブ
１０：００～
　１１：３０

きらきら館周辺おさんぽ・おさんぽ２０日元気組

きらきら館周辺おさんぽ・おさんぽ２７日なかよし組

創作室
３０日（第５金曜日）
　フレッシュママ（妊娠中の方）と赤ちゃん
（０歳児）親子のくつろぎタイム

たんぽぽくらぶ
１０：００～
　１１：３０

神崎体育
センター

２歳児　１０：００～９日（金）金
曜
日

親　子
ハッピー体操 ３歳児　１１：０５～２３日（金）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
権
に
関
す
る
作
文
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�

�
�
�
�
�

神
崎
中
学
校
一
年　

�
�
�
�

�����������������
　ひと仕事終え、春の風にいやされながら夕焼け
空を眺めていると、一句詠めたらなぁー。と思わ
れることはありませんか。
　俳句は、わずか１７文字で自分の今の気持ちを素
直に表現し新しい自分を見い出すことが出来る素
晴らしい日本の伝統文化です。この会は経験のな
い人でもだれでも入会出来ます。
　４月は募集月ですがいつでも入会出来ますので、
あなたの入会をお待ちしています。
　開催日　毎月第２火曜日
　時　間　午後１時～４時まで
　場　所　神崎公民館　第２研修室
　代表者　福永　清

問い合わせ　神崎公民館
連絡先　�・◯ケ 　３２－１６８１

　

私
は
昨
年
、「
僕
の
歩
く
道
」
と
い
う
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
閉
症
と
い
う
障

害
を
持
つ
主
人
公
の
純
粋
で
素
直
な
生
き
方
が
、

だ
ん
だ
ん
と
周
り
の
人
の
考
え
方
を
変
え
て
い
く

と
い
う
話
で
し
た
。

　

私
は
「
自
閉
症
」
と
い
う
障
害
に
つ
い
て
、
全

く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、
主

人
公
の
し
ぐ
さ
や
行
動
を
お
も
し
ろ
く
感
じ
て

笑
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
話
が
少
し
ず
つ
わ

か
っ
て
い
く
う
ち
に
、
単
純
に
笑
っ
て
い
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、「
自
閉
症
」
と
い
う
障
害
に
つ
い
て
少

し
調
べ
て
み
ま
し
た
。「
自
閉
症
」と
聞
く
だ
け
で

は
、
私
は
引
き
こ
も
り
と
か
性
格
上
の
こ
と
、
根

の
く
ら
い
人
や
陰
気
で
自
分
の
意
見
の
言
え
な
い

人
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
は
全
然

違
っ
て
い
ま
し
た
。
自
閉
症
と
い
う
の
は
生
ま
れ

つ
き
の
障
害
で
、
完
全
に
治
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
そ
う
で
す
。
自
閉
症
の
人
は
、
見
た
り
聞
い
た

り
す
る
こ
と
や
感
じ
る
こ
と
を
、
普
通
の
人
と
同

じ
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人
と

関
わ
る
こ
と
や
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

や
、
相
手
の
気
持
ち
を
読
み
と
る
こ
と
が
と
て
も

苦
手
だ
そ
う
で
す
。
普
通
の
し
ゃ
べ
り
方
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
持
ち
方
、
人
や
物
事
へ
の

適
切
な
関
わ
り
方
を
習
得
す
る
こ
と
は
、
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
自
閉
症
は
、
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
の
千
人
に
一
人
か
二
人
の
割
合
で

発
症
し
て
、
一
番
難
し
い
こ
と
は
、
言
葉
を
正
し

く
理
解
し
使
う
こ
と
と
、
人
と
関
わ
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

　

今
、
私
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
そ
の
よ
う
な
障
害

を
持
っ
た
人
は
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
、

私
の
母
は
以
前
、
養
護
学
校
の
事
務
を
数
年
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
通
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
い
ろ
ん
な
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
で
す
。
母

も
勤
め
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と

� � � � � �

ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
み
ん
な
一
生
懸
命

で
明
る
く
素
直
で
、
母
は
い
つ
の
間
に
か
そ
の
人

た
ち
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た

と
い
う
話
で
す
。

　

で
も
、
逆
に
自
閉
症
の
人
の
行
動
に
イ
ラ
イ
ラ

し
て
、
傷
つ
く
こ
と
を
言
っ
た
り
ヘ
ラ
ヘ
ラ
と

笑
っ
た
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
私
も
こ
の
間

ま
で
は
そ
う
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ

り
ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と

思
い
ま
す
。

　

で
も
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
自
閉
症
の
人
は
、

何
も
悪
く
な
い
の
に
傷
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
に
自
閉
症
の
人
を
も
っ
と
理
解

し
て
ほ
し
い
で
す
。
完
全
に
理
解
す
る
と
い
う
の

は
、
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

理
解
し
よ
う
と
思
う
だ
け
で
も
ず
い
ぶ
ん
違
う
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
自
閉
症
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
個
人
差

が
あ
り
、
一
人
一
人
違
う
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、

自
閉
症
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
自
閉
症
の
人
に
限
っ
た
事
で
は
な
く
、

障
害
を
持
っ
た
す
べ
て
の
人
、
い
え
、
世
の
中
に

生
き
て
い
る
全
て
の
人
に
対
し
て
も
言
え
る
事
だ

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
気
の
合
わ
な
い
人
が

い
て
も
、
相
手
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の

か
、
ど
ん
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
考
え
る

と
き
、
き
っ
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
僕
の
歩
く
道
」
と
い
う
ド
ラ
マ
は
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。
自
閉
症
の
主
人
公
が
成
長
し
て
い

く
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
を
変
え
て
い
く
様
子
に

感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
障
害
に
つ
い
て
今
ま
で
よ

り
も
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に
。

　

で
も
、
ま
だ
障
害
を
持
っ
た
人
に
対
す
る
理
解

は
で
き
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
わ
た
し

た
ち
に
は
分
か
り
づ
ら
い
世
界
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
を
多
く
の
人
が
理
解
し
、
自

閉
症
の
人
が
自
然
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
世
界

に
な
っ
て
欲
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

（
学
年
は
昨
年
度
の
も
の
で
す
）
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西
播
磨
最
高
峰
千
ケ
峰
の
登
山
を
予
定
。

風
薫
る
季
節
、
新
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な

が
ら
の
登
山
の
後
、
播
磨
そ
ば
処
「
千
ケ
峰
」

の
本
格
手
打
ち
そ
ば
を
ど
う
ぞ
。

と　
　

き　

５
月　

日
（
日
）

２５

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時
こ
ろ

１０

　
　
　
　
　
　
（
受
付
午
前
９
時　

分
よ
り
）

３０

参
加
費
用　

６
０
０
円
（
保
険
、
そ
ば
代
含
む
）

申
し
込
み　

新
田
ふ
る
さ
と
村
ま
で
お
電
話
で

　
　
　
　
　

�
・
◯ケ
 

３
３
―
０
８
７
０

※
当
日
は
受
付
後
、
各
自
出
発
。
昼
食
は
各

自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
頂
上
付
近
で
お
昼

に
な
る
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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公
立
神
崎
総
合
病
院
で
は
、
職
員
の
募
集

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
職
種　

薬
剤
師
・
保
健
師
・
助
産
師
・

　
　

看
護
師

対　
　

象　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
出

４９

生
し
た
方
で
、
各
職
種
免
許
を
有
す
る
方

ま
た
は
同
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

ご
希
望
の
方
は
、
病
院
総
務
課
へ
履
歴
書
等

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
選
考
予
定
日
は
本

人
宛
に
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

神
河
町
粟
賀
町
３
８
５
番
地

　

公
立
神
崎
総
合
病
院　

総
務
課

　
　
　
　
　

�　
―
１
３
３
１
（
代
表
）

３２

　
　
　
　
　

�　
―
２
４
８
８
（
直
通
）

３２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

高
齢
者
が
明
る
く
、
勢
い
の
あ
る
社
会
を

作
る
た
め
、
６
０
０
人
の
会
員
が
手
を
取
り

あ
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
地
域
の
方
々
が
参
加
で
き
る
「
剪
定
講

習
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
水
）、　

日
（
木
）、

２１

２２

　

日
（
金
）、　

日
（
月
）、　

日
（
火
）

２３

２６

２７

の
５
日
間　
　

午
前
８
時
〜　

時
１２

と
こ
ろ　

郡
内
の
公
共
施
設
、
小
中
学
校
等

対　

象　

郡
内
在
住
の
概
ね　

歳
〜　

歳
の
方

５５

６５

申
し
込
み

　

神
河
町
事
業
所　

�　
―
２
６
４
４

３２

　

本
部　
―
０
０
４
４　

�　
―
０
０
８
５

２３

２３

締　

切　

５
月
９
日
（
金
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�

　

身
近
な
食
材
を
使
っ
て
、
調
理
の
基
本
を

覚
え
ま
せ
ん
か
？
い
ず
み
会
の
皆
さ
ん
と
楽

し
く
料
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

町
内
在
住
の
男
性

と　

き　

６
月
３
日
（
火
）・
７
月
１
日
（
火
）・

９
月
２
日
（
火
）・　

月
７
日
（
火
）・　

月

１０

１１

４
日
（
火
）・　

月
２
日
（
火
）

１２

　

※
６
月
〜　

月
の
第
一
火
曜
日　

８
月
は
休
み

１２

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

と
こ
ろ　

大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

申
し
込
み　

神
河
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
本
所
）
�　
―
２
３
０
３　

◯有
 

５
―
６
３
４
５

３２

　
（
支
所
）
�　
―
１
０
８
８　

◯有
 

５
―
２
６
６
１

３４

申
し
込
み
締
め
切
り　

５
月　

日
（
金
）

１６

※
初
心
者
の
人
大
歓
迎
！
経
験
者
の
人
も
、

よ
り
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
が
入
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

職
種　

行
政
事
務　

税
務　

機
械　

土
木　

　
　
　

林
業

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら

６２

　

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間　

６
月　

日
（
火
）
か
ら

２４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
（
火
）

　

申
込
用
紙
、
受
験
案
内
は
５
月　

日
（
月
）

１２

か
ら
配
布

問
い
合
わ
せ　

人
事
院
近
畿
事
務
局

　

〒
５
５
３
―
８
５
１
３

　
　

大
阪
市
福
島
区
福
島
１
―
１
―
６
０
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�※２００８年３月３１日現在　外国人含む
　（　）は先月比
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◎子どもの教室では、泳法習得以外に
ライフスイミングをしています。

※ライフスイミングとは
　着衣スイミングのことで、“もしも…”の
時に自らの命を守ることを目的として、
服を着たままプールに入ります。泳法
だけでなく、自己保全のための技術も身
に付けられます。

問い合わせ
　　　　温水プール　�３５－０５３６

��������	
����
����

����������	


������（幼児と小学生のコース）

��������������� �������

������������ ������

������������ ������

�������������� ������

����（小学生以上）

������������ ������

�������������� ������



������������ ����

　

�
（
０
６
）
４
７
９
６
―
２
１
９
１
（
試
験
係
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

と　

き　

６
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル　

対
象
者　

姫
路
所
管
内
事
業
所
の
事
業
主
及

　

び
人
事
担
当
者

内　

容　

学
卒
求
人
申
込
手
続
き
、
採
用
選

　

考
に
係
る
留
意
点
等
に
つ
い
て
の
説
明

問
い
合
わ
せ　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路　

学
卒
部
門　

　
　
　
　

�
（
０
７
９
）
２
２
２
―
４
４
３
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

対
象
者　

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
医
療

受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
、
８
月
１

日
時
点
で
満　

歳
未
満
の
方
（
一
定
の
医
学

２０

的
基
準
を
満
た
す
方
が
引
き
続
き
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
主
治
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

申
請
受
付
期
間　

５
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月　

日
（
月
）

３０

必
要
書
類　

�
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
更
新
交
付
申
請
書　

�
小
児
慢
性

特
定
疾
患
医
療
意
見
書
（
医
師
の
記
載
に
よ

る
こ
と
）　

�
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
用
意

見
書（
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
を
行
う
方
の

み
、
医
師
の
記
載
）
�
所
得
を
証
す
る
書
類

　

�
世
帯
全
員
の
住
民
票　

�
患
者
本
人

の
健
康
保
険
証
の
写
し　

�
印
鑑　

�
身

体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳
の
写

し
（
重
症
申
請
を
さ
れ
る
方
で
所
持
し
て
い
る

方
の
み
）　

�
重
症
患
者
認
定
申
請
書
（
重

症
申
請
を
さ
れ
る
方
の
み
）

＊
�
〜
�
、
�
の
申
請
書
は
福
崎
健
康
福
祉

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

※
「
先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
」
の
方
は
、

�
は
不
要
で
す
。
ま
た
�
に
つ
い
て
も
受

給
者
の
方
の
住
民
票
の
み
で
結
構
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
崎
健
康
福
祉
事
務
所
健
康

　

増
進
課　

�　
―
１
２
３
４

２２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

配
布
の
対
象

　

重
度
の
身
体
障
害
者
（
１
級
ま
た
は
２
級

の
方
）、
重
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳

に
「
Ａ
」（
又
は
１
度
、
２
度
）
と
表
記
さ

れ
て
い
る
方
）

受
付
期
間　

６
月
２
日
（
月
）
ま
で

配
布
枚
数　

お
一
人
様
に
つ
き
「
無
地
、
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
又
は
く
ぼ
み
入
り
通
常

郵
便
葉
書
」　

枚
２０

申
出
及
び
配
布
の
方
法　

お
近
く
の
郵
便
局

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
又
は
日
本
郵
便

の
支
店
に
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手

帳
を
提
示
し
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
の

方
が
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
）

　

申
し
込
み
に
必
要
な
用
紙
は
、
郵
便
局

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）、
日
本
郵
便
の

支
店
、
福
祉
事
務
所
及
び
児
童
相
談
所
の

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

日
本
郵
便　

香
寺
支
店　
　

　
　
　
　
　

�
（
０
７
９
）
２
３
２
―
４
１
０
１

�
�
�
�
�
�
�
�

５
月
９
日
（
金
）　

午
後
１
時
〜
４
時

　
　

神
崎
支
庁
舎

�
�
�
�
�
�

５
月　

日
（
火
）
午
前　

時
〜　

時

１３

１０

１２

　
　

神
崎
支
庁
舎

　
　
　
　
　
（
要
予
約
�
３
４
―

０
９
８
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

５
月　

日
（
火
）　

午
前
９
時
〜　

時

１３

１２

　
　
　
　
　
　
　
 
神
崎
支
庁
舎

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

５
月　

日
（
木
）　

午
後
１
時　

分
〜

２２

３０

　
　

電
話
相
談

　
　
　
　
　
（
要
予
約
�
３
２
―

２
３
０
３
）
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��������������������������������������������������������������

�

�

��

�
�
�
��

�

　

５
月　

日
（
水
）
は
い
よ
い
よ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２８

で
す
。
す
で
に
チ
ラ
シ
等
で
ご
存
じ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
日　

分
以
上
継
続
し
て
運
動
し
た
「
住

１５

民
の
参
加
率
」
を
埼
玉
県
の
小
鹿
野
町
と
競
い
ま
す
。

集
落
で
も
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
１
ヵ
月
に
１
回
運
動
す
る
か
し
な
い
か

の
私
で
す
が
、
こ
の
日
は
積
極
的
に
参
加
し
、
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　整形外科の藤井貴医師の退職
に伴い、４月１日付けで、新し
く坂田周平医師が着任されまし
た。よろしくお願いします。

��������
��������	

����

��������

� � � � � �

と　き　５月１５日（木）
ところ　神崎支庁舎玄関前
　　　　　１０：００～１１：３０
　　　　本庁玄関前
　　　　 　１３：００～１６：００
主　催　神河町

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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�������
　８：３０～１１：３０

��

町内の予定は神河町ホームページでも掲載しています。
　http://www.town.kamikawa.hyogo.jp
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１３：１５　��
����
�������
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　１０：００～１５：００
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　　９：４５～
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電話相談
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　１０：３０～��
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�１３：００～��
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��������
����
　１３：３０　��

�������
�������
　新田ふるさと村
　　　　１０：００～
������
�������
８：２０～　　
大河内中学校
グラウンド
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�１３：００～��
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���役場本庁
���神崎支庁舎
���長谷支所
���中央公民館
���神崎公民館
���大河内保健福祉センター

���グリンデルホール
���きらきら館
���ピノキオ館
���温水プール
���神崎保育園
���神崎総合病院
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